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1年校外学習 03年修学旅行 校長 佐伯 英徳

5月 14日 (火)、 1年生の校外学習が「生田緑地」において行

われました。朝からあいに<の雨で学年レクが残念ながら中止とな

り、「日本民家園」と「宙と碧の科学館」を班単位で見学し、同科

学館の学習室でお弁当を食べて学校に帰りました。5月 15日 (水 )

の 5校時、雨のために実施できなかつた学年レク「チョキの女王」

「エアーニ人四脚」を行いました。2日 FB3の活動を合わせて校外学

習の目的である「活動を通して生徒同士のより良い人間関係を作

る」ことができたのではないかと思います。 1年生の今後の成長が楽しみです。

5月 16日 (木)から18日 (上)までの日程で 3年生が修学旅行に行つてまいりました。初日

は奈良公園内での班別行動と全体での法隆寺見学後に法隆寺をバックに学年の集含写真を撮りま

した。閉館間際のB春間帯故の貴重な体験でした。二日目は全体で平等院鳳凰堂を見学した後、京都

方面の班別行動に出かけました。夜は高台寺での「薪能体験」、園徳院のご住職から妖怪のお話を

聞いた後、日の前で繰り広げられる能の舞は実に幽玄であり子どもたちは言葉を失つていました。

三日目は班別でタクシーを利用して京都を巡るという修学旅行で

しか体験できない、とても盛りだ<さんの活動でしたが、実行委員

や班長、部屋長が様々な場面でリーダーシツプを発揮し学年全体を

まとめて<れたと思います。3年生一人ひとりの頑張りが学年のま

とまりとして随所に体現された素晴らしい修学旅行だつたと思い

ます。今後については様々な場面で、互いに声を掛け含い、助け含

い、力を合わせて、集団としての力をよリー層高めてい<ことを期

待します。

平成31年度の本校の教育課程における指導の重点では、「校外学習等の体験的な活動を通して、

集団や社会の形成者としての見方 0考え方を働かせ、社会生活上のルールの尊重や責任感を高める

ための観点を重視した諸活動を実施する。」としました。特に、「旅行・集団宿泊的行事」に
つい

ては、新学習指導要領第5章の第2で,「平素と異なる生活環境にあって,見間を広め,自然や文

化などに親じむとともに,              集団生活の在り方や
/AN衆道徳などについ

ての体験を積むことができるようにすること」と  部分が追記されており、「校外の豊かな自然

や文化に触れる体験を通して,学校における学習活動を充実・発展させること」、「校外における

集団活動を通して,教師と生徒.生徒相互の人間的な触れ含いを深め,楽しい思い出をつ<ること」、

そして「集団生活を通して,基本的な生活習慣や
/AN衆道徳などについての体験を積み集団生活の在

り方について考え実践し互いを悪いやり共に協力し合つたりするなどのよりよい人間関係を形成

しようとする態度を育てることJをねらいとしています。

保護者の皆様には、費用面等でも多大なるご負担をおかけしますが、子どもたちにとつて思い

出に残る有恵義な旅行・集団宿泊的行事を引き続き計画
0実施してまいりますので、何とぞご理

解とご協力をいただきますようお願い申し上げます。


